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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、先進的なインターネット技術である Web2.0 環境・技術を用いた学習基盤・学習
環境を構築し実践的に評価することにより、学習活動の改善における Web2.0 環境・技術の効果
と、学習環境の構築・既存の学習環境の改善に対する Web2.0 技術の効果を明らかにする。本研
究における様々な実践の結果、Web2.0 環境で言われている新しいコンテンツは、ユーザである
学習者が作り上げていき、その内容を通して議論が深まることによって学習が成立することを
見出した 
 
研究成果の概要（英文）： 
As a development and practical evaluation about learning bases with Web2.0, the effect of 

the environment and learning activities of it became clear evidences. 
As a result of various practice in this study, the learner as the user, with Web2.0 

environment, was found that learning was formed because an argument deepened through 
the contents. 
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１．研究開始当初の背景 
次 世 代 イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 と し て

「Web2.0」が注目を集めている。Web 2.0 と
は、従来の Web 環境（Web1.0 と呼ばれる）
におけるサービスやユーザ体験を超えて台
頭しつつある、新しい Web のあり方に関す
る総称である。Web1.0 から Web2.0 への進

化は O'Reilly(2005）に示すように、Web2.0
の特徴としては、ロングテール、データ志向、
ユーザによる付加価値創造、永久にベータ版、
システムの緩やかな統合、単一デバイスの枠
を超えたソフトウェアの提供、などが指摘さ
れている（O'Reilly,2005）。Web2.0 環境やそ
の技術を利用した代表的な製品群として、



Google、mixi、Amazon、iTunes、RSS など
がある。 

教育・学習の観点から Web2.0 を捉え直す
と、Web2.0 を成すいくつかのアプリケーシ
ョンはユーザ参加を促す仕組みが備わって
おり、参加によってアプリケーションの価値
が増す（O'Reilly,2005）。ユーザを学習者と
捉 え る と 、 そ れ は ま さ に 実 践 共 同 体 
(Wenger,McDermott,and Snyder,2002、齋
藤,2005;牧野,福田,2005) であり、Web2.0 と
学習の親和性は高いものと思われる。 

これまでにも Web2.0 技術の一部を利用し
た教育実践は行なわれてきてはいるが（長
田,2004；吉崎,2006 など）、システム作成と
使用感評価にとどまり、実践の場における学
習の評価には至っていない。 

また、研究代表者が運営に関わっている教
育 情 報 ナ シ ョ ナ ル セ ン タ ー ： NICER
（ National Information Center for 
Educational Resources ）
http://www.nicer.go.jp/ は我が国におけるあ
らゆる教育情報を扱う中核的な Web サイト
である。NICER には学習者や教員が求める
情報を的確に選択表示する機能として、学習
対象メタデータ検索機能を備えている。各コ
ン テ ン ツ に は 国 際 標 準 で あ る LOM
（Learning Object Metadata）に準拠したメ
タデータが付与され、LOM を利用した検索
が可能である。LOM は現在 12 万件以上登録
されており、教育に適したコンテンツとメタ
データの大規模なセットとして日本国内で
唯一無二のものである。O'Reilly（2005）が
「データベースはWeb 2.0のコアコンピタン
ス（中核能力）でもある」と指摘するように、
NICER の LOM データは先進的インターネ
ット環境においては強力な道具となりえる
可能性を秘めている。 
 
２．研究の目的 
本研究において先進的なインターネット

技術である Web2.0 環境・技術を用いた学習
基盤・学習環境を構築し実践的に評価するこ
とにより、以下の３点を明らかにする。すな
わち、 
（１）Web2.0 環境が教育・学習に利用でき
るメディアたりうるか、 
（２）学習活動の改善における Web2.0 環
境・技術の効果、 
（３）学習環境の構築・既存の学習環境の改
善に対する Web2.0 技術の効果、 
である。 
 
３．研究の方法 

本研究では、先進的なインターネット技術
である Web2.0 環境・技術を用いた学習基盤・
学習環境を構築し実践的に評価することに
より、学習活動の改善における Web2.0 環境・

技術の効果と、学習環境の構築・既存の学習
環境の改善に対する Web2.0 技術の効果を明
らかにする。具体的には、先進的なインター
ネット技術である Web2.0 環境・技術を用い
た学習環境において、実際の教育・学習を実
施する。これにより、先進的インターネット
技術の環境における新しい学習形態やデジ
タルコンテンツの活用形態を模索するため
の研究を行なう。その際に、ユーザの参加型
学習環境を構築してどのような学習・知識の
生成・熟成そして付加価値の創造が行なわれ
るかを研究する。特に学術的な特色と独創的
な点を、Web2.0 の特徴という観点からは、 
・「ユーザによる付加価値創造」：掲示板やメ
ーリングリストを用いた実践研究は多々あ
るが、その多くは情報を垂れ流しのままであ
り、ユーザあるいは学習者による知識の蓄
積・整理にまで踏み込んだ研究は見当たらな
い。 
・「システムの緩やかな結合」：これまで作ら
れた教育システムは単体で動作するものが
ほとんどであり、最初から連携を考慮したも
のは NICER-NIME 間が存在する程度である。
小さく軽い様々なアプリケーション間での
連携を最大限に取り、シームレスな学習環境
を提供する。 
・「データ志向」：NICER の LOM データは教育
に適したコンテンツとメタデータの大規模
なセットとして日本国内で唯一無二のもの
である。これを最大限に利用した学習環境を
提供する。 
といった点があげられる。 

 
４．研究成果 
本研究における以下のような様々な実践

の結果、Web2.0 環境で言われている新しいコ
ンテンツは、ユーザである学習者が作り上げ
ていき、その内容を通して議論が深まること
によって学習が成立することを見出した。以
下、各年度の活動と成果について述べる。 
2007 年度は以下の活動を行った。システム

については既存のツールを流用した上で、学
習内容を共有するために児童生徒への必要
な教示内容と方法を小学校での実践によっ



Figure 2: System Architecture 

て知見を得た。実践事例を図 1と表１に示す。
その際に教師の ICTスキルがどのように影響
するかについての基礎調査を行った。ユーザ
参加と協同学習の下で学習者がどのように
学習を行って学習内容に付加価値をつけて
ゆくかについて工業高専での実践によって
知見を得た。ユーザの参加型環境におけるユ
ーザ発言傾向の分析を行った。 
 

図１：実践事例 
 
2008 年度は以下の活動を行った。システム

については既存のツールを流用した上で、昨
年度行った児童生徒への必要な教示内容と
方法に関する小学校での実践について国際
会議で報告した。また指導する教師の中でも
特に司書教諭を対象として ICTスキルに関す
る研修及び調査を行った。昨年度に引き続き
ユーザ参加と協同学習の下で学習者がどの
ように学習を行って学習内容に付加価値を
つけてゆくかについて、ユーザの参加型環境
におけるユーザ発言傾向の分析を行った。 

2009 年度は以下の活動を行った。まず、共

同作業を行うためのツールについて、国際会
議で報告した。また、システムについては製
作したツールおよび既存のツールを活用し、
昨年度行った指導する教師の中でも特に司
書教諭を対象として ICTスキルに関する研修
及び調査の結果として、司書教諭自身のメデ
ィアに対する思考と児童に対する情報の収
集・選択の指導には関連が深いことについて
学会報告を行った。昨年度に引き続きユーザ
参加と協同学習の下で学習者がどのように
学習を行って学習内容に付加価値をつけて
ゆくかについて、ユーザの参加型環境におけ
るユーザ発言傾向の分析を行い、学会で報告
した。また、データ付与の方法についてシス
テムを作り検討し、国際会議で報告した作成
したシステムの構成を図２に示す。 
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